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築
造
か
ら
２
０
０
年
を
迎
え
る

古
殿
橋
＝
大
分・豊
後
大
野
市

　

大
分
県
豊
後
大
野
市
の
古
殿
橋
（
ふ

る
と
の
ば
し
、同
市
大
野
町
北
園
、市
指

定
有
形
文
化
財
）は
今
年
、
築
造
２
０
０

年
を
迎
え
る
。５
０
０
橋
余
り
あ
る
大

分
県
内
の
石
造
ア
ー
チ
橋
の
う
ち
、
日

田
市
の
筏
場
目
鏡
橋
（
１
８
０
６
年
）、

臼
杵
市
の
通
の
車
橋
（
１
８
１
３
年
許

可
）に
次
い
で
、３
番
目
に
古
い
。

　

古
殿
橋
は
単
一
ア
ー
チ
橋
。壁
石
は
乱

積
み
の
打
ち
込
み
接
ぎ
で
、
拱
頂
部
が

や
や
つ
ぶ
れ
た
形
状
で
あ
る
。径
間
は

５
・
６
㍍
、
橋
幅
１
・
８
㍍
。そ
の
狭
い

橋
幅
か
ら
、
間
道
に
架
け
ら
れ
た
石
橋

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

架
橋
か
ら
１
０
０
年
余
り
後
の
１
９

２
０
（
大
正
９
）
年
に
、
同
じ
径
間
で
橋

幅
２
・
８
㍍
の
石
造
単
一
ア
ー
チ
橋（
古

殿
2
号
橋
、
架
橋
記
念
碑
あ
り
）が
下
流

側
に
架
け
ら
れ
、路
面
が
拡
幅
さ
れ
た
。

　

す
ぐ
上
流
に
は
河
水
が
流
れ
込
む
池

が
あ
り
、
は
け
口
か
ら
常
に
水
が
流
れ

出
て
い
る
。こ
の
池
の
貯
水
機
能
が
増

水
時
に
橋
に
か
か
る
水
圧
を
緩
和
し
、

橋
の
長
生
き
に
貢
献
し
た
よ
う
だ
。

　

要
石
両
脇
の
輪
石
下
面
に
は
、
左
岸

側
に
架
設
年
と
寄
進
者
名
が
、「
文
化
十

四
丁 

丑
年
九
月
吉
日
／
此
橋
供
養
主
當

村
住
小
野
忠
兵
衛
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

地
元
の
小
野
忠
兵
衛
が
近
親
者
な
ど
の

追
善
供
養
の
た
め
に
架
け
た
と
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

2面　石橋の顕彰・保全への取り組み  　　5面　注目集めた肥後種山石工技術継承講座（尾上一哉）
6面　通潤橋修復へ、二俣福良渡修復工事始まる　　　　　  7面　激震地に架かる舞堂橋（中村秀樹）

中面の案内

１
８
１
７（
文
化
14
）年
架
橋
の
古
殿
橋　
　
　
　
　
　
　

   

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

大
分
県
豊
後
大
野
市
大
野
町
北
園
、径
間
５・６
㍍
、橋
幅
１・８
㍍
、市
指
定
有
形
文
化
財

ア
ー
チ
の
奥
に
は
１
９
２
０
年
に
同
じ
径
間
で
拡
幅
さ
れ
た
古
殿
２
号
橋
の
輪
石
が
見
え
る

　

右
岸
側
の
輪
石
下
面
に
は
、「
野
津
原

手
永
田
ノ
小
野
村
／
石
工
頭
料
阿
部
清

右
ヱ
門
／
同
名 

茂
助
／
當
村
孫
左
ヱ

門
」
と
、
施
工
者
の
名
も
分
か
る
。石
工

頭
料（
頭
領
）の
阿
部
清
右
ヱ
門
は
、
職

人
な
が
ら
苗
字
を
名
乗
っ
て
い
る
。住
所

は
野
津
原
手
永
の
田
ノ
小
野
村
で
、
現

在
の
大
分
県
由
布
市
挾
間
町
大
字
鬼
崎

田
の
小
野
。そ
こ
は
「
豊
後
街
道
」
沿
い

の
熊
本
藩
領（
飛
び
地
）で
あ
る
。豊
後
・

熊
本
藩
領
の
石
工
が
岡
藩
領
で
地
元
の

石
工
、
孫
左
ヱ
門
と
古
殿
橋
を
築
造
し

て
い
る
こ
と
は
、
石
橋
構
築
技
術
の
伝

播
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

　

同
橋
は
、朝
倉
文
夫
記
念
館
*
か
ら
県

道
６
５
７
号
を
西
へ
１
㌔
の
向
原
川
に

架
か
る
。現
在
は
路
面
が
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
舗
装
さ
れ
て
い
て
、
や
や
下
流
に

架
け
ら
れ
た
バ
イ
パ
ス
橋
（
新
古
殿
橋
）

に
実
用
橋
の
役
割
を
譲
っ
て
い
る
。

　

こ
の
２
０
０
年
の
間
に
世
の
中
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
、
今
は
橋
を
渡
る
牛

馬
や
荷
車
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。役
割

を
懸
命
に
務
め
た
昔
を
回
想
し
静
か
に

た
た
ず
む
古
老
の
よ
う
に
、
古
殿
橋
は

今
も
築
造
時
と
同
じ
場
所
に
あ
る
。

（
中
村
ま
さ
あ
き
）

*
朝
倉
文
夫
は
地
元
出
身
の
彫
刻
・
彫
塑
家

参
考
文
献
／
「
お
お
い
た
の
石
橋
」（
大
分
の
石
橋

を
研
究
す
る
会
編
）、「
伝
え
た
い　

ふ
る
さ
と
の

石
橋
」（
岡
崎
文
雄
著
）、大
分
県
郷
土
史
料
集
成

取
材
協
力
／
高
野 

弘
之
氏
（
豊
後
大
野
市
教
育
委

員
会
・
社
会
教
育
課
文
化
財
係
）
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熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
の
聖
橋（
１
８
３

２
年
架
設
）
の
保
存
を
実
現
し
た
「
聖
橋
を
守

る
会
」（
１
９
９
１
年
発
足
）を
前
身
と
し
、
同

町
の
石
橋
の
保
存
・
活
用
と
町
民
の
石
橋
文

化
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
１
１

年
、「
山
都
町
の
石
橋
を
守
る
会
」に
名
称
を
変

更
し
た
。

　

13
年
12
月
に
は
夕
尺
橋
が
河
川
改
修
の
た

め
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
保
存
に
向

け
、
地
元
区
長
と
連
名
で
行
政
に
申
し
入
れ
る

な
ど
保
存
運
動
を
展
開
。そ
の
結
果
、
解
体
さ

れ
た
石
材
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。現

在
は
、
そ
の
復
元
場
所
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
昨
年
は
、
熊
本
地
震

の
影
響
で
漏
水
が
発
生
し
た

通
潤
橋
（
国
指
定
重
要
文
化

財
）の
修
復
の
た
め
、会
か
ら

支
援
金
を
町
に
寄
付
し
た
。

　

今
後
は
、
町
内
の
19
基
の

石
橋
の
ほ
か
、
町
外
の
石
橋

の
被
害
や
復
旧
状
況
の
把
握

を
計
画
し
て
い
る
。

　
九
州
を
中
心
に
各
地
に
残
る
貴
重
な
石
橋
。し
か
し
、
河
川
や
道
路
な
ど
の
整
備
工
事
、
豪

雨
に
よ
る
被
災
な
ど
で
撤
去
さ
れ
て
し
ま
う
石
橋
も
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、
各
地
域
で
は
石
橋

の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
認
め
、
そ
の
顕
彰
・
保
全
に
取
り
組
む
団
体
が
あ
る
。こ
こ
で
は

石
橋
を
、地
域
を
特
色
づ
け
る
貴
重
な
宝
と
す
る
活
動
を
続
け
る
６
つ
の
団
体
を
紹
介
す
る
。

石
橋
文
化
を
周
知
、次
世
代
へ

顕
彰・保
全
に
取
り
組
む
各
地
の
団
体

◎
山
鹿
文
化
財
を
守
る
会
＝
熊
本
・
山
鹿
市

◎
山
都
町
の
石
橋
を
守
る
会
＝
熊
本
・
山
都
町

　
「
吉
井
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ふ
る
さ
と
の
会
」

は
、2
0
0
8
年
に
長
崎
県
佐
世
保
市
吉
井
町

の
有
志
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。吉
井
町
周
辺

に
は
、
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
、
歴
史
・
文
化

関
連
遺
産
が
数
多
く
残
る
。そ
う
し
た
素
晴

ら
し
い
地
域
の
資
源
を
大
切
に
共
有
し
、次
世

代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
の
紹
介
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、①
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
が

咲
く
五
臓
大
池
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
約

4
㌔
を
歩
く
「
五
臓
大
池
周
遊
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア

ー
」②
中
世
の
山
城
、
直
谷
城
跡
（
県
指
定
史

跡
）や
福
井
洞
窟（
国
指
定
史
跡
）の
ガ
イ
ド
と

体
験
ツ
ア
ー
③
佐
々
川
流
域
の
石
橋
群
31
基

◎
吉
井
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ふ
る
さ
と
の
会
＝
長
崎
・
佐
世
保
市

平山温泉内の公園に移設保存された平山橋
（2017年2月、写真提供／坂本重義）

本震後に漏水が発生した通潤橋（昨年4月16日、写真提供／尾上一哉）

　
「
山
鹿
文
化
財
を
守
る
会
」
は
熊
本
県
山
鹿

市
が
位
置
す
る
、県
北
部
の
文
化
財
の
保
護
を

目
的
に
１
９
７
０
年
に
発
足
し
た
。地
域
に
は

県
内
最
古
の
洞
口
橋（
１
7
7
4
年
架
設
、１

９
９
４
年
移
設
復
元
）や
、
全
国
で
も
屈
指
の

数
を
誇
る
装
飾
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、山
鹿
市
の
平
山
温
泉
街
を
流
れ
る

岩
村
川
に
架
か
っ
て
い
た
平
山
橋
（
１
８
６
１

年
架
設
）が
撤
去
さ
れ
る
動
き
に
対
し
て
保
存

運
動
を
展
開
し
、
同
温
泉
内
に
公
園
を
整
備

し
、
そ
こ
へ
同
橋
の
移
設
保
存
を
実
現
し
た
。

２
０
１
５
年
に
移
設
が
竣
工
し
た
平
山
橋
は
、

温
泉
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な

っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
前
期
ご
ろ
の

県
内
最
大
級
集
落
遺
跡
で
あ

る
、
方
保
田
東
原（
か
と
う
だ

ひ
が
し
ば
る
）
遺
跡
の
周
知

等
に
貢
献
す
る
活
動
や
、
山

鹿
市
立
博
物
館
と
そ
の
友
の

会
が
企
画
す
る
活
動
に
も
協

力
し
て
い
る
。

山鹿文化財を守る会
会長　上妻 信寛　　会員18人
事務局　坂本 重義
〒861-0302 熊本県山鹿市鹿本町津袋494
TEL 0968-46-5673

山都町の石橋を守る会
会長　浜田 浩二　　会員50人
事務局　石山 信次郎
〒861-3513 熊本県上益城郡山都町下市27
TEL 0967-72-0240

（
３
面
に
つ
づ
く
）
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を
対
象
と
し
た
「
佐
々
川
流
域
の
石
橋
群
フ
ォ

ト
・
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
、
表
彰
と

3
カ
所
で
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
ガ
イ
ド
と
し
て
は
、①「
直
谷
城
跡
」

（
年
間
約
2
0
0
人
）②
石
橋（
年
間
約
1
0
0

人
）③
五
臓
大
池（
年
間
約
20
人
）④
北
松
逍
遥

道
な
ど
。

　

整
備
事
業
と
し
て
は
、①
直
谷
城
跡
の
整
備

（
佐
世
保
市
委
託
事
業
、
年
間
約
４
回
）②
吉
井

町
の
８
基
の
石
橋
の
除
草
等
（
同
委
託
事
業
、

２
年
間
で
８
回
）②
曲
川
石
橋
公
園
の
整
備
。

こ
の
公
園
は
同
会
が
10
年
前
に
曲
川
橋
（
石

橋
）
周
辺
の
荒
れ
地
約
５
０
０
坪
を
借
り
上

げ
、
石
橋
を
学
べ
る
公
園
と
し
て
整
備
し
た
も

の
で
、
実
際
に
石
橋
の
築
造
を
体
験
す
る
「
石

橋
塾
」
で
架
け
た
２
基
の
石
橋
も
あ
る
。桜
や

ア
ジ
サ
イ
、
モ
ミ
ジ
等

が
植
え
ら
れ
、
憩
い
の

場
所
に
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

今
後
は
、
吉
井
町
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

３
つ
の
ア
ー
チ
橋
（
登

録
有
形
文
化
財
）
の
整

備
と
、
観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
を
図
る
計
画

が
練
ら
れ
て
い
る
。

季節の花が咲く曲川石橋公園（写真提供／末永暢雄）

手製ゴンドラを使った洗玉橋の清掃作業の様子
（昨年2月、写真提供／同会）

　
「
八
女
上
陽
の
『
ひ
ふ
み
よ
橋
』
を
守
る
会
」

は
、
２
０
１
２
年
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し

た
、福
岡
県
八
女
市
の
星
野
川
に
架
か
る
上
流

か
ら
順
に
１
・
２
・
３
・
４
連
ア
ー
チ
の
石

橋
群（
洗
玉
橋
、
寄
口
橋
、
大
瀬
橋
、
宮
ケ
原

橋
）、
通
称「
ひ
ふ
み
よ
橋
」の
早
期
復
旧
を
願

い
、
被
災
の
2
カ
月
後
に
発
足
。ひ
ふ
み
よ
橋

お
よ
び
そ
の
文
化
的
価
値
を
大
切
に
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
国
・
県
や
市
へ
陳
情
活
動
を

実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
も
損
傷
が
激
し
か
っ
た
宮
ケ

原
橋
を
含
む
４
橋
の
現
地
保
存
が
実
現
。宮
ケ

原
橋
で
は
右
岸
側
の
河
道
を
拡
幅
し
て
分
水

路
を
設
け
、中
州
か
ら
右
岸
側
に
新
た
な
橋
を

◎
八
女
上
陽
の「
ひ
ふ
み
よ
橋
」を
守
る
会
＝
福
岡
・
八
女
市

◎
院
内
石
橋
群
景
観
保
全
協
議
会
＝
大
分
・
宇
佐
市

架
設
し
て
石
橋
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、将
来
の
洪

水
被
害
を
抑
制
す
る
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。こ

の
工
事
は
今
年
６
月
ま
で
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　

ま
た
一
昨
年
は
、
単
一
ア
ー
チ
の
洗
玉
橋
の

輪
石
中
央
部
が
一
部
剥
落
し
た
た
め
、
市
へ
早

急
な
対
策
工
事
と
、ひ
ふ
み
よ
橋
の
市
文
化
財

指
定
を
要
望
し
た
。そ
の
結
果
、
昨
年
７
月
に

輪
石
剥
落
防
止
工
事
が
完
了
。文
化
財
指
定
に

つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員
会
で
現
在
も
検
討
中

で
あ
る
。

　

昨
年
は
手
製
ゴ
ン
ド
ラ
に
よ
る
洗
玉
橋
清

掃（
年
１
回
）を
ス
タ
ー
ト
。今
年
か
ら
地
元
の

小
学
３
年
生
を
対
象

と
し
た
「
ホ
タ
ル
と
石

橋
」学
習
会（
授
業
の
一

環
）
を
実
施
す
る
。こ

う
し
た
取
り
組
み
を

毎
年
続
け
る
こ
と
に

よ
り
、
石
橋
保
全
活
動

の
次
世
代
後
継
者
の

育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
今
年
は
、
大
瀬

橋
が
架
橋
１
０
０
年
。

宮
ケ
原
橋
の
復
旧
と

　
「
院
内
石
橋
群
景
観
保
全
協
議
会
」は
、大
分

県
宇
佐
市
院
内
町
に
現
存
す
る
石
橋
群
の
景

観
保
全
活
動
を
通
じ
て
、そ
れ
ら
が
形
成
す
る

歴
史
的
・
文
化
的
景
観
を
守
り
、育
み
、創
り
、

継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、２
０
１
４
年
に

結
成
さ
れ
た
。こ
れ
ま
で
、
石
橋
の
点
検
や
広

報
啓
発
活
動
、
情
報
収
集
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く

り
支
援
や
各
種
調
査
・
研
究
を
通
じ
て
、院
内

石
橋
群
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
良
好
な
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

院
内
町
に
は
76
基
の
石
橋
が
存
在
す
る
。そ

の
全
て
を
対
象
に
し
た
点
検
に
は
、
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
現
状
を
把
握
し
、
安
全

性
や
使
用
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る

損
傷
等
の
早
期
発
見
と
、効
率
的
な
維
持
管
理

に
必
要
な
基
礎
資
料
の
収
集
な
ど
を
進
め
て

吉井エコツーリズムふるさとの会
会長　末永 暢雄　　会員23人
事務局　末永 暢雄
〒859-6322 長崎県佐世保市吉井町踊瀬720
TEL 0956-64-2710　
メール suenaga@e-yoshii.net
http//www.e-yoshii.net/

八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会
会長　久間 一正　　会員58人（賛助会員を除く）
事務局　小井手 恒則、内田 理絵
〒834-1102 福岡県八女市上陽町北川内589-2
（ほたると石橋の館内）　TEL 0943-54-2150
メール info-hotaru@joyo-town.jp
http://www.joyo-town.jp/

（
４
面
に
つ
づ
く
）
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「
美
里
町
石
橋
愛
好
会
」
は
２
０
１
５
年
７

月
に
熊
本
県
下
益
城
郡
美
里
町
で
発
足
し
た
。

同
町
は
熊
本
県
中
央
部
を
流
れ
る
緑
川
流
域

の
山
間
部
に
位
置
し
、
霊
台
橋（
１
８
４
７
年

架
設
、国
指
定
重
要
文
化
財
）を
は
じ
め
、数
多

く
の
石
橋
が
集
ま
る
地
域
。同
会
は
、
そ
う
し

た
貴
重
な
石
橋
の
歴
史
と
文
化
遺
産
と
し
て

の
価
値
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
石

橋
群
を
地
域
お
こ
し
に
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

昨
年
は
4
月
の
熊
本
地
震
に
続
き
、
6
月
は

大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
美
里
町
で
は
井
竿
橋
が
流

失
し
、
下
用
来
橋
や
西
ノ
鶴
橋
、
白
岩
橋
な
ど

も
被
害
を
受
け
た
。そ
こ
で
会
で
は
、
熊
本
地

震
と
大
雨
に
よ
る
石
橋
の
被
害
状
況
を
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
昨
年
9
月
発
行
の
会
報
「
美

里
の
い
し
ば
し
創
刊
号
」で
紹
介
し
て
い
る
。

　

昨
年
は
石
橋
ば
か
り
で
な
く
、
地
震
な
ら
び

に
大
雨
に
よ
り
大
き
な
損
害
を
被
っ
た
会
員
も

多
か
っ
た
た
め
、
当
初
の
活
動
予
定
が
大
幅
に

◎
美
里
町
石
橋
愛
好
会
＝
熊
本
・
美
里
町

石橋定期点検の様子（2015年11月、写真提供／同会）

い
る
。ま
た
、
地
域
住
民
や
地
元
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
出
前
講
座
を
実
施
。参
加
者
は
石

橋
に
対
し
高
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、会
と
し

て
活
動
の
意
義
に
手
応
え
を
得
て
い
る
。

　

今
後
は
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
各
種
団

体
等
と
連
携
し
、
河
川
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
た
「
石
橋
カ
フ
ェ
社
会
実
験
」
や
、

「
住
民
向
け
石
積
み
技
術
者
養
成
講
習
会
」
の

開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

　
「
石
橋
と
地
域
と
人

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
息
の
長
い
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」と
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も

意
欲
的
で
あ
る
。

　

５
月
13
・
14
日
は
同

会
の
支
援
を
受
け
、
本

会
の
第
38
回
大
会
が
宇

佐
市
院
内
町
で
開
催
さ

れ
る
。

上
塚
尚
孝
著・上
塚
寿
朗
撮
影

「
熊
本
の
目
鑑
橋
３
４
５
」

熊
日
出
版
文
化
賞
に
輝
く

　

熊
本
県
内
の
石
造
ア
ー
チ
橋
を
網
羅
し
た

「
熊
本
の
目
鑑
橋
３
４
５
」（
熊
本
日
日
新
聞
社

発
行
）が
、
こ
の
ほ
ど
第
38
回
熊
日
出
版
文
化

賞
に
決
定
し
た
。著
者
は
上
塚
尚
孝
事
務
局
長

（
熊
本
県
、
東
陽
石
匠
館
名
誉
館
長
）。こ
の
賞

は
毎
年
、県
内
の
個
人
・
団
体
の
著
作
を
顕
彰

す
る
も
の
で
、今
回
は
２
０
１
６
年
に
刊
行
さ

れ
た
約
80
点
を
対
象
に
選
定
さ
れ
、
ほ
か
に
２

点
が
同
賞
に
輝
い
た
。

　

出
版
に
際
し
上
塚
事
務
局
長
は
、熊
本
県
内

の
め
が
ね
橋
を
あ
ら
た
め
て
現
地
取
材
。掲
載

写
真
は
、
二
男
の
寿
朗
氏
が
撮
影
し
た
。熊
本

地
震
の
影
響
で
発
行
が
延
び
た
が
、被
災
し
た

橋
も
震
災
前
の
美
し
い
姿
を
本
に
残
し
て
い

る
。各
橋
は
詳
し
い
地
図
と
と
も
に
紹
介
さ

れ
、
巻
末
に
は
熊
本
の
目
鑑
橋
一
覧
や
架
設
年

表
が
付
き
、資
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。

　

今
回
の
受
賞
で
、
熊
本
の
石
橋
探
訪
の
ベ
ス

ト
ガ
イ
ド
と
し
て
の
評
価
が
、
さ
ら
に
高
ま
っ

た
と
言
え
よ
う
。

熊本の目鑑橋345
上塚尚孝 著、上塚寿朗 撮影
熊本日日新聞社
本体3,000円＋税

め
が
ね
ば
し

会
報「
美
里
の
い
し
ば
し
創
刊
号
」の
表
紙

遅
れ
、そ
の
内
容
の
再
検

討
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

　

今
後
は
美
里
町
（
行

政
）
と
の
情
報
の
共
有
、

会
と
し
て
の
被
災
石
橋

復
旧
へ
の
貢
献
策
の
中

身
や
、会
員
お
よ
び
町
民

へ
の
情
報
発
信
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

　
　

〓　
　
　

〓

　

こ
こ
ま
で
主
に
石
橋
の
顕
彰
・
保
全
を
目

指
し
て
活
動
す
る
６
つ
の
団
体
を
紹
介
し
た
。

各
団
体
は
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
で
、
石
橋
が
地
域
の
文
化
財

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。そ
れ
は「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」の
目
的

と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
団
体
の
一
層
の

発
展
は
、
本
会
の
発
展
に
も
直
結
す
る
。今
回

の
紹
介
内
容
が
、各
団
体
の
活
動
の
参
考
に
な

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。（
広
報
部
）

院内石橋群景観保全協議会
会長　山尾 敏孝（熊本大学大学院先端科学研究部)
会員17人
事務局　宇佐市建設水道部都市計画課（池田・吉用）
〒879-0492 大分県宇佐市大字上田1030-1
TEL 0978-27-8180
メール tosi11@city.usa.oita.jp

美里石橋愛好会
会長　一村 一博　　会員43人
事務局　一村 一博
〒862-0912 熊本市東区錦ヶ丘18-20-403（臨時）
TEL 096-369-2156
メール kazuhiro2156@gmail.com
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２
０
１
６
年
度
（
第
６
期
）
の
石
橋
構
築
・

修
復
技
術
者
養
成
事
業
は
、５
月
に
受
講
者
を

募
集
し
、７
月
に
説
明
会
を
開
催
し
た
。実
習
・

研
修
・
座
学
か
ら
な
る
全
12
回
の
講
座
に
、初

心
者
か
ら
現
役
の
プ
ロ
ま
で
19
人
が
参
加
。８

月
か
ら
土
曜
を
中
心
に
講
座
を
開
い
た
。

　

実
習
で
は
兄
弟
子
５
人
が
指
導
し
、山
都
町

緑
地
広
場
で
花
漣
橋
の
壁
石
や
路
面
敷
石
な

ど
の
組
み
立
て
に
取
り
組
ん
だ
。ま
た
、
九
州

北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
福
岡
県
八
女
市
の
洗

玉
橋
の
修
理
や
、保
存
を
前
提
と
し
た
本
の
眼

鏡
橋
（
同
市
）
の
解
体
に
受
講
者
の
半
数
以
上

が
関
わ
り
、実
橋
工
事
の
現
場
を
経
験
し
た
。

　
「
一
般
社
団
法
人
石
造
文
化
財
技
術
機
構
」

（
山
尾
敏
孝
理
事
長
）
の
石
工
技
術
者
資
格
取

得
を
目
指
し
た
修
了
試
験
を
12
月
に
行
い
、受

講
者
の
う
ち
28
歳
か
ら
68
歳
ま
で
14
人
の
修

了
を
認
定
。そ
の
後
の
和
気
あ
い
あ
い
の
忘
年

会
の
席
で
同
窓
会
が
発
足
し
た
。中
に
は
、
熊

本
の
隣
県
、遠
く
は
和
歌
山
県
か
ら
住
民
票
を

移
し
た
強
者
も
お
り
、地
震
で
被
災
し
た
熊
本

城
の
修
復
を
意
識
し
た
受
講
者
も
多
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
種
山
石
工
の
石
橋
の
技
を
基
本

に
、
穴
太
石
工
と
の
連
携
を
図
る
予
定
で
あ

る
。講
座
は
進
化
し
つ
つ
あ
り
、
事
業
の
意
義

と
責
任
の
重
さ
が
増
し
て
い
る
。

　

第
６
期
は
事
業
の
社
会
的
意
義
が
高
く
評

「
肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
」（
石
橋
構
築・修
復
技
術
者
養
成
事
業
）

各
方
面
か
ら
注
目・評
価
さ
れ
た
第
６
期

技
術
部
長　

尾
上 

一
哉（
熊
本
県
）

実習で取り組んだ花漣橋での記念写真
　＝2016年12月3日、山都町緑地広場、尾上一哉提供

琵琶湖博物館の石橋検索コーナー

価
さ
れ
た
。10
月
に
上
塚
尚
孝
・
実
行
委
員
長

が
「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
熊
本
ー
す
み
れ
」

か
ら
、
11
月
に
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
が
「
公

益
財
団
法
人
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
」
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ「
社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」を
受

賞
。加
え
て
新
聞
６
紙
以
上
、
地
元
テ
レ
ビ
局

数
社
か
ら
取
材
を
受
け
た
。

　

そ
れ
ら
は
受
講
者
の
励
み
と
な
り
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
奔
騰
し
た
。が
、
そ
れ
は
吉
か
凶

か
│
。受
講
者
が
新
聞
な
ど
の
記
事
や
テ
レ
ビ

番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
今
後
も
続

き
そ
う
で
あ
る
。老
婆
心
な
が
ら
、
何
か
が
揺

ら
い
で
い
る
。

　

石
匠
は
「
道
」
で
あ
る
。心
技
体
の
総
力
は
、

岩
の
ご
と
く
堅
く
静
か
に
、と
心
得
た
い
。

榊 晃弘氏に青木秀賞（福岡文化連盟） 琵琶湖博物館に石橋検索システム

写真集「中国の古橋（こきょう）」
花乱社発行（5,200円＋税）

　

福
岡
文
化
連
盟
は
1
月
12
日
、
写
真
家
の

榊
晃
弘
氏
（
福
岡
県
会
員
）
に
第
5
回
青
木

秀
（
し
げ
る
）
賞
を
贈
っ
た
。福
岡
の
文
化
や

芸
術
、
芸
能
の
振
興
に
努
め
た
同
連
盟
名
誉

顧
問
（
故
人
、
西
日
本
新
聞
社
の
元
社
長
・

会
長
）
の
名
を
冠
し
た
賞
で
、
優
れ
た
業
績

を
挙
げ
、
そ
の
活
動
に
お
い
て
顕
著
な
功
績

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
会
員
に
贈
ら
れ
る
。

　

榊
氏
は
こ
れ
ま
で
、
写
真
集
／
写
真
展

「
装
飾
古
墳
」
で
１
９
７
３
年
度
日
本
写
真

協
会
新
人
賞
、「
眼
鏡
橋
」で
84
年
度
同
協
会

年
度
賞
と
土
木
学
会
著
作
賞
、
93
年
度
に
福

岡
市
文
化
賞
、
２
０
０
３
年
度
に
福
岡
県
教

育
文
化
表
彰
、
13
年
度
に
地
域
文
化
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

　

昨
年
3
月
に
は
、
４
年
を
か
け
て
中
国
の

隋
か
ら
清
ま
で
の
時
代
の
代
表
的
な
古
橋

（
こ
き
ょ
う
）
１
６
５
カ
所
を
撮
影
し
た
榊

晃
弘
写
真
集「
中
国
の
古
橋
」を
刊
行
し
た
。

会
員
は
メ
ー
ル
注
文
で
、
５
０
０
０
円
（
送

料
・
税
・
振
込
料
込
み
、限
定
80
冊
）。

 　

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
で
は
民
間
人

が
研
究
す
る
情
報
の
紹
介
を
進
め
て
い
る
。

博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
昨
年
7
月

14
日
に
は
、
森
野
秀
三
氏（
滋
賀
県
会
員
）が

集
め
た
石
橋
の
情
報
を
基
に
、
滋
賀
県
の
石

橋
検
索
コ
ー
ナ
ー
を
2
階
C
展
示
室
（
有

料
）に
開
設
し
た
。

 　

滋
賀
県
は
石
垣
築
造
で
名
高
い
「
穴
太

（
あ
の
う
）
石
工
」
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
甲

賀
市
や
湖
南
市
の
神
社
に
架
か
る
特
徴
あ

る
反
り
橋
を
は
じ
め
、
石
造
文
化
財
に
関
す

る
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。

　
「
今
後
も
さ
ら
に
検
索
で
き
る
情
報
を
充

実
さ
せ
ま
す
」
と
、
森
野
氏
は
石
橋
の
紹
介

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

sakakiteto@
jcom

.hom
e.ne.jp
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写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

総
理
大
臣
所
信
表
明
演
説
に
も
登
場

通
潤
橋（
熊
本・山
都
町
）修
復
へ

修
復
へ
向
け
工
事
が
進
む

二
俣
福
良
渡（
熊
本・美
里
町
）

鹿
児
島・熊
本
の
石
橋
が
大
雨
に
よ
り
流
失

　

昨
年
9
月
26
日
の
国
会
で
安
倍
首
相
は
、将

来
へ
の
不
透
明
感
が
増
す
国
の
現
状
に
対
し
、

所
信
表
明
演
説
の
中
で
、熊
本
・
山
都
町
の
通

潤
橋
と
、そ
の
架
橋
に
尽
力
し
た
布
田
保
之
助

の
業
績
に
触
れ
た
。

　
「
高
さ
20
㍍
も
の
石
橋
は
当
時
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。30
億
円
を
超
え
る
費
用
を
捻

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。高
い
水
圧
、
大

雨
、想
定
外
の
事
態
に
何
度
も
失
敗
し
ま
し

た
」

　

 「
そ
れ
で
も
、
保
之
助
は
、
決
し
て
諦
め

ま
せ
ん
で
し
た
。30
年
以
上
に
わ
た
る
挑
戦

の
末
に
、『
通
潤
橋
』を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
一
部
損
壊
し
た
も
の
の
、
今
で

も
現
役
」

　
「
ま
さ
に『
未
来
へ
の
懸
け
橋
』と
な
り
ま

し
た
」（
所
信
表
明
演
説
よ
り
抜
粋
）

　

石
造
通
水
管
の
漆
喰
（
し
っ
く
い
）
な
ど
が

被
災
し
た
た
め
放
水
が
中
止
さ
れ
、
周
辺
へ
の

立
ち
入
り
が
規
制
さ
れ
て
い
る
通
潤
橋
だ
が
、

山
都
町
教
育
委
員
会
は
２
０
１
８
年
度
末
ま

で
の
修
復
を
目
指
し
、こ
の
３
月
に
は
路
面
の

土
を
掘
削
す
る
調
査
に
着
手
し
、通
水
管
の
修

理
を
進
め
る
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。

　

通
潤
橋
築
造
は
、
ま
さ
に
先
人
た
ち
の
偉

業
。地
元
の
誇
り
で
も
あ
る
。現
存
す
る
石
橋

は
、
築
造
に
懸
け
た
人
々
の
思
い
や
精
神
を
知

る
た
め
の
懸
け
橋
と
な
る
存
在
で
も
あ
る
。

　

熊
本
地
震
で
右
岸
側
の
壁
石
が
崩
れ
、輪
石

に
も
亀
裂
が
入
る
な
ど
、被
害
が
生
じ
た
下
益

城
郡
美
里
町
の
津
留
川
に
架
か
る
二
俣
福
良

渡（
ふ
た
ま
た
ふ
く
ら
わ
た
し
、
町
指
定
有
形

文
化
財
）だ
が
、
今
年
1
月
下
旬
か
ら
修
復
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。石
材
に
番
号
が
付
け
ら

れ
、
残
っ
た
高
欄
が
取
り
外
さ
れ
、
支
保
工
が

設
置
さ
れ
た
。今
後
は
、
壁
石
と
輪
石
を
い
っ

た
ん
解
体
し
た
後
、組
み
立
て
が
行
わ
れ
る
。

　

工
事
の
過
程
で
は
、上
流
側
壁
石
の
内
側
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。現
場
を
見
た
上
塚
尚
孝
事

務
局
長
は
町
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
た

が
、そ
の
工
事
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

工
事
に
は
本
年
度
（
第
６
期
）
肥
後
種
山
石

工
技
術
継
承
講
座
の
修
了
者
の
数
人
が
参
加

し
、
修
復
の
現
場
で
腕
を
磨
い
て
い
る
。工
事

の
終
了
は
10
月
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
は
、
熊
本
地
震
で
被

災
し
た
も
の
の
持
ち
こ
た
え

た
宇
城
市
の
安
見
下
鶴
橋

（
1
8
4
8
年
架
設
、
橋
長

25
・
５
㍍
）が
、
梅
雨
の
大
雨

で
流
失
し
た
。下
益
城
郡
美

里
町
で
も
井
竿
橋（
い
さ
お
ば

し
、
橋
長
８
㍍
）が
流
失
、
下

用
来
橋
（
し
も
よ
う
ら
い
ば

し
、
橋
長
６
㍍
）は
壁
石
が
流

失
し
て
輪
石
の
み
の
姿
と
な

り
、西
ノ
鶴
橋（
橋
長
２
㍍
）は

上
流
側
の
輪
石
付
近
に
流
れ

て
き
た
石
が
詰
ま
り
、下
流
右

岸
の
取
付
護
岸
が
洗
掘
さ
れ

て
い
る
。こ
の
６
月
20
日
夜
か

津留川に架かる二俣福良渡
（熊本・美里町、今年2月18日中村まさあき撮影）

西ノ鶴橋（熊本・美里町、昨年9月撮影）下用来橋（熊本・美里町、昨年9月撮影）井竿橋の跡（熊本・美里町、昨年9月撮影）

流
失
す
る
前
の
恒
吉
太
鼓
橋

（
鹿
児
島・曽
於
市
、2
0
1
2
年
撮
影
）

　

昨
年
は
地
震
だ
け
で
な
く
、
記
録
的
な
大
雨
も
発
生
し

石
橋
が
被
災
。６
月
に
熊
本
県
の
石
橋
、９
月
に
は
鹿
児
島

県
で
最
古
級
の
恒
吉
太
古
橋
が
流
失
す
る
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
た
。

ら
21
日
に
か
け
て
の
大
雨
は
、

1
時
間
降
水
量
で
、
甲
佐
町

１
５
０
㍉
、
宇
土
市
宇
土
１

２
２
㍉
を
記
録
し
、
観
測
史

上
1
位
を
更
新
＊
し
た
。

　

秋
に
は
、
九
州
南
部
か
ら

西
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
を
通

過
し
た
台
風
16
号
に
よ
る
大

雨
で
、
鹿
児
島
県
で
最
古
級

の
石
橋
で
あ
る
曽
於
市
の
恒

吉
太
鼓
橋
（
1
7
9
0
年
架

設
、
橋
長
15
・
５
㍍
）が
流
失

し
た
。16
号
は
中
心
気
圧
約

９
５
５
㍱
で
９
月
20
日
に
大

隅
半
島
に
上
陸
＊
。内
閣
府
の

速
報
に
よ
る
と
20
日
未
明
、

鹿
児
島
県
枕
崎
市
で

１
時
間
当
た
り
１
１

５
㍉
、
霧
島
市
で
96

㍉
の
大
雨
を
記
録
。

　

天
災
に
対
す
る
石

橋
保
全
の
課
題
を
突

き
つ
け
ら
れ
た
。

＊
気
象
庁
の
速
報
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昨
年
の
地
震
に
よ
り
、
阿
蘇
外
輪
山
の
山
肌
が
大
き
く
崩
れ
た
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村

の
立
野
地
区
。幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
57
号
は
今
も
そ
こ
で
寸
断
さ
れ
た
状
態
が
続
く
。国
道

脇
の
山
の
斜
面
に
は
、
１
９
１
４（
大
正
３
）年
に
建
設
さ
れ
た
水
力
発
電
所
か
ら
の
放
水
路

に
、
石
造
ア
ー
チ
構
造
の
舞
堂
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。激
震
に
見
舞
わ
れ
た
同
橋
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。調
査
の
た
め
昨
年
11
月
、調
査
研
究
部
の
中
村
秀
樹
部
長
が
現
地
を
訪
れ
た
。

激
震
地
に
架
か
る
舞
堂
橋
＝
熊
本
・
南
阿
蘇
村

石
造
ア
ー
チ
の
耐
久
性
を
示
す

呑口よりアーチ内部。石材表面に土石流の泥が付着し、一部に水がしみ出ている
（2016年11月中村秀樹撮影）

　

昨
年
9
月
、
上
塚
尚
孝
・
事
務
局
長
か
ら
、

熊
本
地
震
の
激
震
地
だ
っ
た
「
南
阿
蘇
村
立
野

地
区
の
舞
堂
橋
（
ま
い
ど
う
は
し
）
は
大
丈
夫

だ
っ
た
ろ
う
か
。見
て
き
て
欲
し
い
」
と
相
談

を
受
け
た
。当
時
の
私
は
震
災
と
、
そ
の
後
の

豪
雨
災
害
関
連
業
務
で
多
忙
を
極
め
て
い
た

た
め
、調
査
の
実
施
は
11
月
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、現
地
で
舞
堂
橋
を
探
す
が
見
つ
か
ら

石
橋
の
構
造
を
学
ぶ
上
で
貴
重

　
　

  

調
査
研
究
部
長　

中
村 

秀
樹（
熊
本
県
）

な
い
。住
民
の
方
に
聞
く
と
橋
は
、
立
野
集
落

の
北
側
の
山
か
ら
流
下
す
る
九
州
電
力
水
力

発
電
所
の
放
水
路
が
旧
県
道
下
を
潜
る
場
所

に
あ
っ
た
。そ
こ
は
震
災
で
家
屋
が
倒
壊
し
、

資
料
写
真
と
は
全
く
風
景
が
変
わ
っ
て
い
た
。

　

被
災
状
況
調
査
は
、近
接
目
視
で
な
い
と
詳

細
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。入
河
場
所
を
探
し

て
い
る
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
同
橋
下
流
右
岸

側
の
住
民
の
方
が
、被
災
し
た
自
宅
の
片
付
け

の
た
め
帰
っ
て
来
ら
れ
て
い
た
。事
情
を
説
明

し
、
そ
の
方
に
同
橋
の
入
口
ま
で
案
内
い
た
だ

き
、さ
ら
に
河
床
に
降
り
る
た
め
の
梯
子
ま
で

貸
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

や
っ
と
近
接
目
視
調
査
を
開
始
。下
流
側
石

橋
正
面
形
状
は
、高
さ
1
・
35
㍍
ま
で
は
垂
直

を
な
し
、そ
の
上
は
三
芯
円
の
ア
ー
チ
形
状
の

幅
３
㍍
、高
さ
2
・
4
㍍
の
水
路
兼
用
石
橋
で

あ
る（
略
図
①
）。要
石
と
そ
の
隣
の
輪
石
は
四

角
形
で
、他
の
輪
石
は
五
角
形
の
江
戸
切
仕
上

げ
。五
角
形
輪
石
は
下
幅
24
㌢
、上
幅
35
㌢
、高

さ
50
㌢
、
輪
石
長
75
〜
80
㌢
で
、
輪
石
間
の
隙

間
が
な
く
丁
寧
に
石
材
加
工
が
施
さ
れ
て
い

る
。

　

激
震
に
よ
る
石
橋
本
体
の
被
災
状
況
は
、輪

石
に
わ
ず
か
な
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
の
健

全
で
あ
る
。特
筆
す
べ
き
は
、
基
礎
部
か
ら
３

石
（
長
さ
約
60
〜
70
㌢
）
ま
で
算
木
積
み
に
な

っ
て
い
る
（
略
図
②
）。こ
れ
は
地
震
に
強
い
構

造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
正
時
代
の
石
橋
関
係

技
術
者
の
知
恵
で
あ
る
と
い
え
る
。さ
ら
に
底

盤
部
に
は
40
㌢
の
敷
石
が
施
さ
れ
て
あ
り
、呑

口
部
よ
り
３
石
分（
約
1
・
2
㍍
）が
布
積
み
、

そ
れ
よ
り
下
流
側
が
乱
積
み
構
造
で
洗
掘
に

も
強
い
。こ
の
底
盤
石
材
の
構
造
も
強
震
に
対

し
、効
果
的
に
耐
久
力
を
働
か
せ
た
よ
う
だ
。

　

な
お
、
同
橋
の
設
計
は
明
治
40
年
9
月
、
東

京
博
文
館
蔵
版
「
土
木
実
用
ア
ー
チ
設
計
法
」

（
松
永
工
・
飯
田
耕
一
）
を
参
考
に
さ
れ
た
と

考
え
る
。

　

昨
年
の
地
震
に
よ
り
熊
本
県
内
の
石
橋
の

被
災
が
数
多
く
報
告
さ
れ
た
中
、舞
堂
橋
は
ほ

ぼ
無
傷
の
状
態
で
あ
り
、
健
全
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
石
橋
の
歴
史
変
遷
を
学
ぶ
上
で
、
ま
た
専

門
的
な
石
橋
構
造
を
理
解
・
把
握
す
る
上
で

も
、貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

略図①　吐口部正面

略図②　吐口部正面近景
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「
石
橋
の
貴
婦
人
」
と
呼
ば
れ
る

鳥
居
橋
の
〝
高
く
細
い
橋
脚
〞

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
工
美

（
知
恵
と
技
）に
あ
ふ
れ
、
し
か
も

自
然
と
一
体
と
な
っ
た
橋
の
姿
に

圧
倒
さ
れ
る
。富
士
見
橋
、
荒
瀬

橋
、
御
沓
橋
、
水
雲（
す
の
り
）橋

│
、
そ
う
し
た
見
事
な
石
橋
を
築

造
し
た
偉
大
な
石
工
、
松
田
新
之

助
の
伝
記
に
も
心
動
か
さ
れ
る
。

　

私
は
石
橋
を
川
か
ら
見
上
げ

な
い
と
気
が
す
ま
な
い
。谷
が
深

い
恵
良
川
の
流
域
で
は
、
何
度
も

足
を
滑
ら
せ
苦
労
し
た
思
い
出

も
あ
る
。
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

本
号
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
情
報
が
あ

り
ま
し
た
。一
つ
は
、か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
、
第
５
回
西
田

橋
の
実
物
大
拓
本
展
示
で
す
。拓
本
は
同
橋
が

解
体
移
築
さ
れ
る
直
前
の
１
９
９
６
年
に
、
地

元
有
志
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
地
保
存
を
望
ん
だ
皆
さ
ん
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
催
し
で
し
た
。も
う
一
つ
は
、滋
賀
県
立

琵
琶
湖
博
物
館
で
開
催
（
3
月
4
日
〜
26
日
）

の
森
野
秀
三
さ
ん
の
写
真
展
「
石
橋
ま
ん
ぽ
」

の
お
知
ら
せ
で
す
。も
し
間
に
合
う
方
は
、
会

場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
あ

れ
ば
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ネ
ッ
ト
掲
示
板

も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。　　
　

 （
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

　

院
内
町
の
石
橋
62
基
を
初
め

て
回
っ
た
と
き
は
、
胸
の
高
鳴
り

が
や
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。そ
れ
か
ら
何
度
も
こ
の
石

橋
の
町
を
訪
ね
て
い
る
。

　

院
内
町
の
石
橋
と
い
え
ば
、

　

中
島
橋
も
院
内
川
の
深
い
谷

に
架
か
る
。た
だ
、
こ
の
橋
の
そ

ば
に
は
川
へ
降
り
る
道
が
あ
る
。

石
桁
の
門
を
く
ぐ
る
の
も
楽
し

い
。こ
の
橋
も
ま
た
、
松
田
新
之

助
の
技
に
な
る
石
橋
な
の
だ
。

　

中
島
橋
は
壁
石
が
自
然
石
で

積
ま
れ
て
い
る
。絵
を
描
く
人
間

に
と
っ
て
は
楽
し
く
な
る
石
橋

だ
。数
年
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
橋

は
、
す
っ
ぽ
り
と
雑
木
に
包
ま
れ

て
い
た
。木
漏
れ
日
が
差
す
葉
陰

の
中
島
橋
を
眺
め
、
し
ば
ら
く
水

と
遊
び
、別
れ
た
。

（
水
彩
画
、文
＝
末
永
暢
雄
）

　
今
年
、
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町

で
開
催
さ
れ
る
全
国
石
橋
サ
ミ
ッ
ト

の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
昨
年
11
月
25
日
、同
町

の
清
和
文
楽
館
で
「
石
橋
プ
レ
サ
ミ
ッ

前
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。主
催
は
緑
川

流
域
広
域
連
携
事
業
実
行
委
員
会
。

　

前
半
は「
緑
川
流
域
の
目
鑑
橋　

被

害
状
況
と
修
復
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
上
塚
尚
孝
・
肥
後
種
山
石
工
技
術

継
承
講
座
実
行
委
員
長
と
尾
上
一
哉
・

同
講
座
世
話
役
の
対
談
形
式
に
よ
る

基
調
講
演
＆
基
調
報
告
。後
半
は
「
石

橋
の
魅
力
を
語
ろ
う
」と
題
し
て
、
山

都
町
の
岡
本
哲
夫
副
町
長
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。パ
ネ
リ
ス

ト
は
山
都
町
立
図
書
の
下
田
美
鈴
前

館
長
、
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
の
井
澤

る
り
子
副
会
長
、一
般
社
団
法
人
御
船

町
観
光
協
会
の
沖
田
昌
史
副
会
長
。

　

昨
年
12
月
４
日
に
は
熊
本
県
八
代

市
東
陽
町
で
、「
種
山
石
工
勘
五
郎
の

里　

石
橋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ

た
。主
催
は
八
代
市
。

　

上
塚
尚
孝
氏
の
基
調
講
演
「
種
山

石
工
・
橋
本
勘
五
郎
の
里
で
〜
石
橋

の
魅
力
を
語
る
〜
」
に
続
き
、「
石
橋

の
魅
力
を
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
事
例
報
告
が

行
わ
れ
た
。報
告
者
は
東
陽
石
匠
館

の
中
野
敏
憲
館
長
、
通
潤
橋
史
料
館

の
石
山
信
次
郎
館
長
、
八
女
上
陽
の

「
ひ
ふ
み
よ
橋
」
を
守
る
会
の
久
間
政

幸
理
事
。こ
の
後
、
上
塚
事
務
局
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

石
橋
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
＝
昨
年
11
月

石
橋
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
昨
年
12
月

石
橋
の
あ
る
風
景

すえなが のぶを　「中島橋」
大分県宇佐市院内町

熊
本
で
昨
年
開
催
さ
れ
た

石
橋
イ
ベン
ト
報
告

大会
情報

第38回大会は2017年5月13・14日
大分県宇佐市院内町で開催予定

　上記の日程で今年、第38回大会が予定されてい
ます。場所は昨年、熊本地震により中止された大分
県宇佐市院内町。詳細は事務局から通知されます。


